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(57)【要約】
【課題】複数のディスプレイを有する情報処理端末にお
いて利便性の高いブラウザを実現する技術を提供する。
【解決手段】情報処理端末は表示部と制御部を有してい
る。表示部は、複数のディスプレイを有する。制御部は
、表示部の第１のディスプレイに第１のブラウザ画面を
表示し、第１のブラウザ画面を固定すると、第１のブラ
ウザ画面に対する操作による第２のブラウザ画面を第２
のディスプレイに表示する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイを有する表示部と、
　前記表示部の第１のディスプレイに第１のブラウザ画面を表示し、該第１のブラウザ画
面を固定すると、該第１のブラウザ画面に対する操作による第２のブラウザ画面を第２の
ディスプレイに表示する制御部と、を有する情報処理端末。
【請求項２】
　前記表示部のディスプレイは前記第１のディスプレイと前記第２のディスプレイの２つ
であり、
　前記制御部は、前記第１のディスプレイのブラウザ画面を固定した状態で、前記第２の
ディスプレイのブラウザ画面の固定が指示されると、前記第１のディスプレイのブラウザ
画面の固定を解除して、前記第２のディスプレイのブラウザ画面を固定する、請求項１に
記載の情報処理端末。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１のディスプレイに表示した第１のブラウザ画面を固定し、前記
第２のディスプレイにブラウザ画面を表示していない状態で、前記第１のブラウザ画面に
対する操作による前記第２のブラウザ画面を前記第２のディスプレイに表示する、請求項
１または２に記載の情報処理端末。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１のディスプレイに表示した第１のブラウザ画面を固定し、前記
第２のディスプレイに表示した第３のブラウザ画面を固定しない状態で、前記第１のブラ
ウザ画面に対する操作で、前記第２のディスプレイの表示を前記第３のブラウザ画面から
前記第２のブラウザ画面に切り替える、請求項１から３のいずれか一項に記載の情報処理
端末。
【請求項５】
　前記制御部は、前記全ての前記ディスプレイにわたって１つのブラウザ画面を表示して
いる状態では該ブラウザ画面を固定しない、請求項１から４のいずれか一項に記載の情報
処理端末。
【請求項６】
　前記表示部のディスプレイは３つ以上であり、
　前記制御部は、前記第１のブラウザ画面の固定に付随して、前記第２のブラウザ画面を
どのディスプレイに表示するかを設定しておき、前記第１のブラウザ画面に対して操作が
されると、前記設定にしたがって前記第２のブラウザ画面を表示する、請求項１から５の
いずれか一項に記載の情報処理端末。
【請求項７】
　複数のディスプレイを有する情報処理端末の制御方法であって、
　第１のディスプレイに第１のブラウザ画面を表示し、
　該第１のブラウザ画面を固定すると、該第１のブラウザ画面に対する操作による第２の
ブラウザ画面を第２のディスプレイに表示する、
情報処理端末の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のタッチパネルディスプレイを備えた情報処理端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機、スマートフォン、携帯情報端末、パーソナルコンピュータなどの情報処理
端末の中には２つのディスプレイを備えたものがある。また多くの情報処理端末はブラウ
ザを有し、インターネット等のネットワーク上のＷｅｂページを閲覧することができる。
【０００３】
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　また、画面が小さいという携帯型の情報処理端末の欠点を補うために、携帯型の情報処
理端末に適したブラウザの機能や動作も提案されている（特許文献１参照）。特許文献１
に開示された技術は、新たなＷｅｂページを開いたり、元のＷｅｂページに戻ったりする
際の利便性を向上させる技術である。特許文献１の携帯情報端末は、Ｗｅｂページのリン
ク先ページ情報を取得して仮想画面に展開し、その一部をリンクオブジェクト近傍に開い
た一時窓に表示することで、リンク先への移行を容易にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２３７７７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の技術は複数のディスプレイを備えた構成の情報処理端末を
考慮したものでないため、複数のディスプレイを有効に利用するものとは言えない。
【０００６】
　本発明の目的は、複数のディスプレイを有する情報処理端末において利便性の高いブラ
ウザを実現する技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の情報処理端末は、
　複数のディスプレイを有する表示部と、
　前記表示部の第１のディスプレイに第１のブラウザ画面を表示し、該第１のブラウザ画
面を固定すると、該第１のブラウザ画面に対する操作による第２のブラウザ画面を第２の
ディスプレイに表示する制御部と、を有している。
【０００８】
　また、本発明の制御方法は、複数のディスプレイを有する情報処理端末の制御方法であ
って、
　第１のディスプレイに第１のブラウザ画面を表示し、
　該第１のブラウザ画面を固定すると、該第１のブラウザ画面に対する操作による第２の
ブラウザ画面を第２のディスプレイに表示するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数のディスプレイを有する情報処理端末において利便性の高いブラ
ウザを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施形態による情報処理端末の正面図である。
【図２】第１の実施形態による情報処理端末の機能的な構成を示すブロック図である。
【図３】１画面表示モードの表示の一例を示す図である。
【図４】２画面表示モードの表示の一例を示す図である。
【図５】２画面表示モードの表示の他の例を示す図である。
【図６】全画面表示モードの表示の一例を示す図ある。
【図７】情報処理装置の動作例を説明するための図である。
【図８】情報処理装置の動作例を説明するための図である。
【図９】情報処理装置の動作例を説明するための図である。
【図１０】情報処理装置の動作例を説明するための図である。
【図１１Ａ】ブラウザ画面が固定されているときの固定スイッチを示す図である。
【図１１Ｂ】ブラウザ画面が固定されていないときの固定スイッチを示す図である。
【図１２】第２の実施形態による情報処理端末の構成および動作を説明するための図であ
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る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、第１の実施形態による情報処理端末の正面図である。本実施形態の情報処理端
末１０は一例として通信機能を備えた携帯情報端末であり、開閉可能に接続された２つの
筐体１３、１４からなり、各筐体１３、１４のそれぞれにディスプレイ１１、１２を備え
ている。２つのディスプレイ１１、１２は、筐体１３と筐体１４を開いた状態で表示面が
同じ方向を向き、ユーザの視界に同時に入るように配置されている。
【００１３】
　図２は、第１の実施形態による情報処理端末の機能的な構成を示すブロック図である。
図２を参照すると、情報処理端末１０は表示部１５および制御部１６を有している。表示
部１５はディスプレイ１１、１２を有している。
【００１４】
　ディスプレイ１１、１２は、それぞれに画面を表示する機能と、ユーザの指やペンによ
るタッチ操作を検出する機能とを有するタッチパネル式の表示入力装置である。ディスプ
レイ１１、１２は、制御部１６からの制御で画面を表示し、ユーザがタッチした位置を示
すタッチ入力情報を制御部１６に通知する。
【００１５】
　制御部１６は、ディスプレイ１１、１２への操作によるユーザの指示に従って処理を実
行し、処理に応じた画面をディスプレイ１１、１２に表示する。制御部１６は、ブラウザ
機能を有し、ディスプレイ１１、１２への操作に応じてＷｅｂページ等のブラウザ画面を
ディスプレイ１１、１２へ表示する。
【００１６】
　ディスプレイ１１、１２へのブラウザ画面の表示形態には、１画面表示モード、全画面
表示モード、２画面表示モードという複数の表示モードがある。
【００１７】
　図３は１画面表示モードの表示の一例、図４は２画面表示モードの表示の一例、図５は
２画面表示モードの表示の他の例、図６は全画面表示モードの表示の一例をそれぞれ示し
ている。図３から図６においては、左側にディスプレイ１１の表示、右側にディスプレイ
１２の表示が描かれている。
【００１８】
　１画面表示モードは、いずれか一方のディスプレイにブラウザ画面を表示する表示モー
ドである。図３に示した１画面表示モードの例では、右側のディスプレイ１２に検索画面
２２が表示され、左側のディスプレイ１１には、ブラウザ画面以外の画面の例として背景
画面２１が示されている。検索画面２２はブラウザ画面の一種である。図３の検索画面２
２には、ツールバーに固定スイッチ２５が含まれている。固定スイッチ２５は、ブラウザ
画面を固定したり、その固定を解除したりするためのスイッチである。検索画面２２を固
定すると、その検索画面２２が表示されているディスプレイに他のブラウザ画面を表示す
ることが禁止され、新たなブラウザ画面は他方のディスプレイに表示される。固定したブ
ラウザ画面が常に表示され、かつ固定されたブラウザ画面に対する操作が可能である。そ
のため、ユーザは固定したブラウザ画面をすぐに見たり、操作したりできる。なお、ここ
で言う固定はブラウザ画面をディスプレイ上で移動できなくすることではなく、例えば、
固定されたブラウザ画面をスクロールしたり、ディスプレイの一部分に表示されたブラウ
ザ画面をディスプレイ内で移動したりすることは可能であってもよい。
【００１９】
　２画面表示モードは、ディスプレイ１１、１２のそれぞれに別個のブラウザ画面を表示
する表示モードである。２画面表示モードには更に２つの表示モードが含まれる。
【００２０】
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　第１の２画面表示モードは、一方のディスプレイにＷｅｂページや検索画面の画面を表
示し、他方のディスプレイにお気に入りのアイコンを配置した画面を表示する表示モード
である。図４に示した第１の２画面表示モードの例では、ディスプレイ１１にお気に入り
Ｗｅｂページを指定するお気に入りアイコン２４を配置したお気に入り画面２３が表示さ
れ、ディスプレイ１２に検索画面２２が表示されている。お気に入り画面２３もブラウザ
画面の一種である。
【００２１】
　第２の２画面表示モードは、両方のディスプレイのそれぞれに別々のＷｅｂページの画
面や検索画面を表示する表示モードである。図５に示した第２の２画面表示モードの例で
は、ディスプレイ１１とディスプレイ１２のそれぞれに検索画面２２が表示されている。
【００２２】
　図４のお気に入り画面２３と、図４、５の検索画面２２には、ツールバーに固定スイッ
チ２５が含まれている。
【００２３】
　全画面表示モードは、ディスプレイ１１、１２にわたって１つのブラウザ画面を表示す
る表示モードである。図６に示した全画面表示モードの例では、ディスプレイ１１とディ
スプレイ１２にわたって１つの検索画面２２が表示されている。図６の検索画面２２には
、ツールバーに固定スイッチ２５が含まれていない。これは、全画面表示モードのブラウ
ザ画面を固定することはできないことを意味する。
【００２４】
　これら表示モードの切り替えは、画面へのタップ操作によって順次切り替わっていくも
のであってもよく、メニュー操作により任意に切り替わるものであってもよい。
【００２５】
　制御部１６は、一方のディスプレイ（例えばディスプレイ１１）に、ブラウザ画面を表
示した状態で、そのブラウザ画面の固定が指示されると、そのブラウザ画面に対する操作
によって表示する他のブラウザ画面を他方のディスプレイ（ディスプレイ１２）に表示す
る。
【００２６】
　制御部１６は、例えばディスプレイ１１に固定してブラウザ画面を表示し、ディスプレ
イ１２にブラウザ画面を表示していない状態で、そのブラウザ画面に対する操作で表示す
る新たなブラウザ画面をディスプレイ１２に表示する。また、制御部１６は、一方のディ
スプレイ１１に固定してブラウザ画面を表示し、他方のディスプレイ１２に固定されてい
ないブラウザ画面を表示した状態で、ディスプレイ１２のブラウザ画面に対する操作で、
ディスプレイ１２の表示を新たなブラウザ画面に切り替える。以上のように、１画面表示
モードまたは２画面表示モードのときにブラウザ画面の固定が可能である。
【００２７】
　一方、制御部１６は、両方のディスプレイ１１、１２にわたって１つのブラウザ画面を
表示している状態、つまり全画面表示モードの状態では、そのブラウザ画面を固定しない
。
【００２８】
　また、制御部１６は２つのディスプレイ１１、１２に表示されているブラウザ画面を同
時には固定しない。つまり、制御部１６は、２画面表示モードのとき、両方のディスプレ
イ１１、１２のブラウザ画面を同時に固定することはない。例えば、制御部１６は、一方
のディスプレイ（本例ではディスプレイ１１）のブラウザ画面を固定した状態で、他方の
ディスプレイ（本例ではディスプレイ１２）のブラウザ画面の固定が指示されると、ディ
スプレイ１１のブラウザ画面の固定を解除して、ディスプレイ１２のブラウザ画面を固定
する。
【００２９】
　以下、動作例について説明する。
【００３０】
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　例えば、図３において、ディスプレイ１１に背景画面２１が表示され、ディスプレイ１
２に検索画面２２が固定して表示された状態で、入力エリア２６にキーワード等の何らか
の言葉を入力し、検索を実行すると、図７に示すように検索結果画面２７がディスプレイ
１１に表示された状態となる。このとき表示モードが１画面表示モードから第２の２画面
表示モードに移行している。更に、入力エリア２６の言葉を変えて検索を実行すると、新
たな検索結果画面２７がディスプレイ１１に表示される。
【００３１】
　また、図４において、ディスプレイ１１にお気に入り画面２３が固定されずに表示され
、ディスプレイ１２に検索画面２２が固定して表示された状態で、入力エリア２６に何ら
かの言葉を入力し、検索を実行すると、やはり図７に示すように検索結果画面２７がディ
スプレイ１１に表示された状態となる。更に、入力エリア２６の言葉を変えて検索を実行
すると、新たな検索結果画面２７がディスプレイ１１に表示される。
【００３２】
　また、図５において、ディスプレイ１２の検索画面２２が固定して表示され、ディスプ
レイ１１の検索画面２２が固定されずに表示された状態で、ディスプレイ１２の検索画面
２２の入力エリア２６に何らかの言葉を入力し、検索を実行すると、やはり図７に示すよ
うに検索結果画面２７がディスプレイ１１に表示された状態となる。更に、ディスプレイ
１２の検索画面２２の入力エリア２６の言葉を変えて検索を実行すると、新たな検索結果
画面２７がディスプレイ１１に表示される。
【００３３】
　上述のように、図７では、検索画面２２がディスプレイ１２に固定して表示され、検索
結果画面２７がディスプレイ１１に固定せずに表示された状態である。この状態から検索
結果画面２７を固定すると、それに連動して検索画面２２の固定が解除される。続いて、
検索結果画面２７のいずれかのリンク表示２９をタッチすると、図９に示すように、タッ
チされたリンク表示２９が示すＷｅｂページ画面２８がディスプレイ１２に表示される。
【００３４】
　また、図４において、ディスプレイ１１にお気に入り画面２３が固定して表示され、デ
ィスプレイ１２に検索画面２２が固定されずに表示された状態で、ユーザがいずれかのお
気に入りアイコン２４にタッチすると、図１０に示すように、タッチされたお気に入りア
イコン２４が示すＷｅｂページ画面２８がディスプレイ１２に表示される。
【００３５】
　また、図６に示した、ディスプレイ１１、１２にわたって１つの検索画面２２が表示さ
れている状態で、検索画面２２の入力エリア２６に何らかの言葉を入力し、検索を実行す
ると、検索結果画面がディスプレイ１１、１２にわたって表示される。
【００３６】
　図１１Ａ、Ｂは、固定スイッチの画像例を示す図である。図１１Ａには、ブラウザ画面
が固定されているときの固定スイッチ２５Ａが示されている。図１１Ｂには、ブラウザ画
面が固定されていないときの固定スイッチ２５Ｂが示されている。この例では、ブラウザ
画面が固定されているか否かをユーザが視覚的に認識できるような画像が用いられている
。
【００３７】
　以上説明したように、本実施形態によれば、２つのディスプレイ１１、１２を有効に利
用し、利便性の高いブラウザを実現することができる。
【００３８】
　例えば、検索条件を変えて検索を繰り返すとき、一方のディスプレイに固定した検索画
面２２で検索を実行し、他方のディスプレイに表示される検索結果画面２７を見て検索条
件を順次変更していくということが可能である。検索条件を変えて検索を繰り返すときに
、検索画面２２に戻るための操作が不要となる。
【００３９】
　また、例えば、検索結果画面２７上の複数のリンク表示２９に対応したＷｅｂページ画
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面２８を順次閲覧するとき、一方のディスプレイに固定した検索結果画面２７のリンク表
示２９を順次選択し、他方のディスプレイでリンク先のＷｅｂページを順次切り替えて閲
覧するということが可能である。複数のリンク先のＷｅｂページを順次閲覧するときに、
検索結果画面２７に戻るための操作が不要となる。
【００４０】
　また、例えば、リンクを辿って任意に複数のＷｅｂページを閲覧していくとき、ディス
プレイ１１でＷｅｂページを固定して、そのＷｅｂページからの複数のリンク先のＷｅｂ
ページをディスプレイ１２で順次閲覧し、ディスプレイ１２で閲覧したＷｅｂページのひ
とつを次に固定し、そのＷｅｂページからの複数のリンク先のＷｅｂページをディスプレ
イ１１で順次閲覧するということが可能である。リンクを辿って任意に複数のＷｅｂペー
ジを閲覧していくときに、元のＷｅｂページに戻るための操作が不要となる。
【００４１】
　なお、上述した実施形態では、情報処理端末１０が２つのディスプレイ１１、１２を有
し、一方のディスプレイのブラウザ画面を固定すると、そのブラウザ画面への操作で表示
する新たなブラウザ画面は他方のディスプレイに表示した。しかし、本発明がこの構成だ
けに限定されるものではない。
【００４２】
　第２の実施形態では、情報処理端末１０が３つ以上のディスプレイを有し、制御部１６
は、ブラウザ画面の固定の設定において、そのブラウザ画面への操作で新たに表示するブ
ラウザ画面を表示するディスプレイをユーザの選択によって設定しておく。そして、制御
部１６は、ユーザが固定したブラウザ画面に対してタッチすると、その設定に定められた
ディスプレイに新たなブラウザ画面を表示する。
【００４３】
　図１２は、第２の実施形態による情報処理端末の構成および動作を説明するための図で
ある。第２の実施形態の情報処理端末は、３つのディスプレイ１１、１２Ａ、１２Ｂを備
えているが、それ以外は基本的に図１、２に示した第１の実施形態の情報処理端末１０と
同様である。制御部１６は、ディスプレイ１１のブラウザ画面を固定するとき、そのブラ
ウザ画面への操作で新たに表示するブラウザ画面を表示するディスプレイとして、ディス
プレイ１２Ａ、１２Ｂのいずれかを設定しておく。その設定によって、図１１Ａに示した
固定時の固定スイッチ２５Ａの色を変えてもよい。例えば、図１２において固定されたデ
ィスプレイ１１の検索画面２２への操作で新たなブラウザ画面をディスプレイ１２Ａに表
示するという設定の場合には固定スイッチ２５Ａを「赤」で表示し、新たなブラウザ画面
をディスプレイ１２Ｂに表示するという設定の場合には固定スイッチ２５Ａを「青」で表
示してもよい。
【００４４】
　第２の実施形態によれば更に利便性の高いブラウザが実現できる。例えば、ディスプレ
イ１１に固定した検索結果画面２７上のリンク表示２９に対応した２つのＷｅｂページ画
面２８をディスプレイ１２Ａとディスプレイ１２Ｂに表示し、それらを対比して閲覧する
といった利用方法が可能となる。
【００４５】
　また、上述した第１の実施形態では、２つのディスプレイ１１、１２は、筐体１３と筐
体１４を開いた状態で表示面が同じ方向を向き、ユーザの視界に同時に入るように配置さ
れていた。しかし、本発明がこれに限定されるものではない。他の構成例として、情報処
理端末は一枚の板状の筐体からなり、その筐体の表面と裏面にそれぞれディスプレイを配
置した構成であってもよい。また他の構成例として、情報処理端末は開閉可能に接続され
た２つの筐体からなり、それぞれの筐体の表と裏にそれぞれディスプレイを配置し、合計
４つのディスプレイを有する構成であってもよい。ディスプレイの配置や数が違っても、
本発明による基本的な機能的構成や動作に違いは無い。
【００４６】
　以上、本発明の実施形態について述べてきたが、本発明は、これらの実施形態だけに限
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定されるものではなく、本発明の技術思想の範囲内において、これらの実施形態を組み合
わせて使用したり、一部の構成を変更したりしてもよい。
【符号の説明】
【００４７】
１０　情報処理端末
１１、１２、１２Ａ、１２Ｂ　ディスプレイ
１３、１４　筐体
１５　表示部
１６　制御部
２１　背景画面
２２　検索画面
２３　お気に入り画面
２４　お気に入りアイコン
２５、２５Ａ、２５Ｂ　固定スイッチ
２６　入力エリア
２７　検索結果画面
２８　Ｗｅｂページ画面
２９　リンク表示

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１２】
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